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番号 地区 提出者 テ ー マ 内 容 市 の 考 え 方 担 当 課

1 生福 地区 【県道市比野線に歩道の設置について】
　公民館内の県道には、片方にしか歩道がなく、
車の通行量も多く、歩道に行くために道路を何回
も横断しなければならない。
　危ないので、歩道を設置して欲しい。
（生野公民館）

　生野・大六野地区における歩道の片側は、歩行者の安全を守るため県に要望し、平
成19年度に設置されました。以後、歩道は通学路などとして利用されています。
　歩道の両側設置については、住宅が密集しており多大な事業費を要することとなり
ますが、生福地区の皆様が危険性及び必要性を抱かれ、また道路に近接されます土地
所有者の皆様が同意されるのであれば、道路管理者である鹿児島県へ要望したいと思
います。

土木課

2 生福 地区 【道路幅の拡張について】
　県道市比野線の淵脇理容所から坂下　畑田の田
んぼに至る道路幅が狭い。（延長約150ｍ）道路
沿いの住宅等もあり、一般及び緊急車両等の通行
に支障があるので拡張してもらいたい。（生野公
民館）

　県道串木野樋脇線から畑田の水田に至る道路は、農道畑田１号線であり、要望箇所
の現況を確認したところ、幅員が概ね３ｍと狭小であることから、農業用車両が通行
するためには支障はないと考えますが、道路沿いに住宅等も建っており、離合や消防
車等の緊急車両が通行するには支障があるのではないかと思われます。
　要望箇所約150ｍの拡幅については、隣接住民の方々の強い要望があり、地権者の同
意による用地の確保が見込めれば、事業規模が補助事業の採択基準を満たしていない
ため市単独事業により対応することになります。
　したがいまして、限られた予算の中での対応となることから、今後十分検討してま
いります。
　まずは、用地の確保が一番なので地域の方々のご協力をよろしくお願いします。

農政課

3 生福 地区 【道路拡張について】
　市道西岳２号線上石野公民館から串木野ダム入
口の先までの拡張工事の早期着工と完成をお願い
したい。（上石野公民館）

　市道西岳2号線は、本市が誇る観光ルートとして上石野公民館前交差点から冠岳展望
公園までの区間約2,700mを整備する計画で、現在、冠岳展望公園から串木野ダム付近
までの区間延長約1,700mが完了しているところです。
　上石野公民館前から串木野ダム付近までの区間約1,000mについては、これまでに約
140mが整備され、残り860mの区間において平成26年度から地質調査並びに測量・設計
を行いまして、平成27年度からは用地交渉を行っているところです。
　本年度は、上石野公民館前の未整備区間約90ｍについて工事に着手していきたいと
考えており、今後も地元公民館の協力をいただきながら用地確保に努め、事業を推進
したいと考えています。

土木課
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4 生福 地区 【市道下石野線の道路拡幅について】
　この路線は、下石野公民館付近までは、すでに
８年前に拡幅整備済で、残り３分の１（約１８０
ｍ）くらいが未整備のままである。この用地につ
いては、ほぼ、すべての関係者の承諾を頂ける状
況にあるので整備してほしい。（下石野公民館）

　下石野線は、県道串木野樋脇線の生福郵便局前から下石野公民館前を経由して福薗
２号線につながる路線で、総延長319ｍの市道です。
　現在までに、福薗２号線から山神橋までの区間179mにおいて改良が終わっており、
山神橋から生福郵便局前までの未改良区間約140mにおいては、昨年度、路線測量を実
施したところです。
　今後は、地権者の同意が得られた部分の用地確保に努めるとともに、地元公民館の
協力をいただきながら事業を進めたいと考えています。

土木課

5 生福 地区 【県道沿いの景観改善について】
　坂下公民館前から松田平（生野集落）までの県
道市比野線沿いに竹が生い茂り、生福地区の景観
が悪いので改善してもらいたい。（坂下公民館）

　県道串木野樋脇線（市比野線）の坂下公民館前から松田平（生野集落）までにおけ
る法面や道路下の両側に竹が生い茂って、景観が悪くなっています。また、その竹な
どが道路に倒れると通行車両や歩行者の支障となりますので、早急に除去して頂くよ
う県へ要望したところ、早急の対応は難しいが、今後、検討して参りますという回答
でした。

土木課
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6 生福 地区 【多目的グラウンド北側の排水路の上部利用につ
いて】
　多目的グラウンドと北側を走る県道市比野線と
の間に、中井原台地からの排水路が設置されてい
る。現在、排水路の周辺は広く、年２回の草刈り
は行われているが、雑草が繁茂している状況であ
る。地区の一大行事である徐福花冠祭の時に、毎
年、来客者の駐車場確保に苦労していることか
ら、排水路の上部を駐車場等に利用できないもの
か。鹿児島国体の２種目が本市で開催されること
からも、排水路の上部に駐車場を設置してもらい
たい。（地区）

　多目的ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ北側の排水路は、脳神経外科ｾﾝﾀｰ側の駐車場入口部分から串木野ｲﾝﾀｰ
方向に約250ｍ程、脳神経外科ｾﾝﾀｰ方向に約50ｍ程、主要地方道串木野樋脇線と並行し
ており、幅は広い箇所では約20ｍあり、排水路の法面は両ｻﾝﾄﾞともﾌﾞﾛｯｸ積と土羽で、
底盤はｺﾝｸﾘｰﾄで整備しています。
　排水路の上部を活用して駐車場を設置すると大きな課題が３点あります。
　まず１点目は、排水路の流下断面を確保し、既存のﾌﾞﾛｯｸ積と底盤ｺﾝｸﾘｰﾄに影響を及
ぼすことなく施工することが必要です。上部に駐車場を整備するとなると、いろんな
観点を考慮する橋梁タイプで整備することが必要であると考えます。
　昨年完成した「海瀬橋」は、延長約52ｍ幅員10ｍで整備し、事業費は4億3千万円程
で完成したところです。
　現在、脳神経外科ｾﾝﾀｰ側の駐車ｽﾍﾟｰｽは、１区画奥行き５ｍ、幅2.5ｍで整備してお
り、既存の駐車ｽﾍﾟｰｽで、延長250ｍ幅員20ｍで駐車場を整備すると、駐車台数約200台
が可能な駐車場として整備することができると考えます。しかし、概算の事業費を算
定すると、海瀬橋整備の10倍前後の事業費が想定され、整備するには大変厳しいもの
があると考えます。
　２番目は、いちき串木野市運動公園「林地開発の認可」申請の際、この排水路の法
面部分は「造成緑地」として認可を受けています。「造成緑地」から「駐車場」への
用途変更は大変難しいとされており、関係機関との協議に多大な時間がかかることが
想定されます。
　３番目は、主要地方道串木野樋脇線に並行して駐車場を整備すると、串木野樋脇線
からの駐車場への出入り及び主要地方道の交通体制に影響ないような計画を策定する
ことが必要となり、関係機関との協議に相当な時間がかかることが想定されます。
　今説明した３つの大きな課題のほかにも課題が生じることが想定されることから、
現時点では、排水路の上部を駐車場として整備することはとても困難であると考えて
います。
　なお、徐福花冠祭時の駐車場については、平成28年は多目的ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞを駐車場として
利用することで進めていましたが、当日が雨模様の天気のため、隣接するｳｯﾄﾞﾀｳﾝの土
地を駐車場として対応していただいたところです。
　来年以降については、生福地区の方々と協議を行い、総合運動公園内や市が所有す
る公共施設の利用等も含めて改めて検討したいと考えています。

市民スポーツ課
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7 生福 地区 【運動公園駐車場拡張計画について】
　国体開催に向け、駐車場の拡張計画はないの
か。先般の高校九州地区予選会では、体育館周辺
道路（市道斉連ヶ山線）への駐車が多くパトカー
による指導が行われていたようである。（坂下公
民館）

　平成32年開催予定の第75回「燃ゆる感動かごしま国体」では、総合体育館で、「バ
スケットボール少年女子」、「バレーボール成年男子」の２つの競技開催が予定され
ています。
　現在、総合運動公園には、一般車両938台、バススペース12台の駐車場を整備してお
り、そのうち、総合体育館内の駐車場は、競技会役員、競技会係員の駐車場として、
他の総合運動公園内の駐車場は、競技会補助員等用の駐車場及び選手団用の駐車場並
びに「おもてなし」コーナー区域を優先したスペースとして検討しています。
　総合運動公園内の駐車場では、不足することも想定されるので、多目的グラウンド
内に臨時駐車場を設置することも検討しているところです。
　また、総合運動公園内の斉連ヶ池横に新たに駐車場を建設し、観客の方々等の駐車
場として利用できないものか、さらに、総合運動公園内にとどまらず、隣接する公共
の施設等を利用した駐車場計画はできないものか検討しているところです。

市民スポーツ課

8 生福 地区 【徐福花冠祭運営補助金の増額について】
　徐福花冠祭は、生福地区のまちづくりに欠かせ
ない行事である。この運営資金は、観光特産品協
会からの補助金２０万円と紫燈護摩実行委員会及
び徐福花冠祭からの寄付金で補っている。寄付金
の減少や雨による中止等により、収入源である補
助金や寄付金が減少している。今まで、余剰金を
取り崩し、地区まち協からの補填金等で運営して
きたが、余剰金が底をついたことから、平成３０
年以降の徐福花冠祭については、運営資金の調達
が課題である。（地区）

　徐福花冠祭は、地域住民の皆様が一体となり地域活性化を目的としたお祭りで、地
車曳行や地元物産展をはじめ他に類のない大変特色ある催しとして市内外から多くの
誘客が図られています。
　長年開催されている同実行委員会や関係者の皆様方のご苦労に対し、心から敬意を
表します。
　過疎化や少子高齢化が進む中、市内各地において開催されているお祭りや伝統芸能
において、人材や運営資金の確保など大変厳しくなってきていると認識しています。
　徐福花冠祭についても、平成30年以降の開催が危ぶまれていることから、他のお祭
り等の運営状況も考慮しながら、何らかの方策について前向きに検討させていただき
ます。

観光交流課
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9 生福 地区 【河川内に繁茂する雑木竹の除去について】
　生福地区には、中小河川が数本あります。最
近、河川の中州に身の丈以上に繁茂した雑木竹が
目立っている。
　この雑木竹は、毎年大きくなり、堰となり土砂
がたまり、災害の誘因になりかねないので、調査
を行い、適切な措置をお願いしたい。（坂下公民
館）

　本市が管理している普通河川は、大小合わせて66路線あります。
　河川整備については、緊急性の高い箇所より年次的に整備しているところです。
　また、維持管理については、予算の範囲内で雑木等の伐採や寄洲の除去を行ってい
ます。平成28年度では、酔之尾川や宇都川の寄洲の除去を計画しています。
　要望のありました五反田川、大六野川については、管理者である鹿児島県へ要望し
ます。
　また、市が管理する三反田川、大松川については、９月補正で検討したいと考えて
いますが、今後も緊急性の高い箇所より年次的に伐採や寄洲の除去を行い、災害防止
に努めていきます。

土木課

10 生福 地区 【屋外拡声施設の移設について】
　防災行政無線の屋外拡声機施設は、生福交流セ
ンターの東斜面に設置されている。同施設の東・
南側は、山の尾根下に面し、また生福には、吉村
丘、猪平丘等あり、風向きの状態によっては、聞
こえづらかったり、聞こえないことがある。以前
上石野公民館付近では、災害に準じた情報が聞こ
えなかったこともあり、各種情報に迅速に対応で
きるよう屋外拡声機施設を生福地区の中心である
吉村丘への移設を検討してほしい。（地区）

　防災行政無線については、各世帯にデジタル戸別受信機を配置しているほか、屋外
放送用として市内52か所に屋外拡声施設を設置しています。
　生福地区においては、生福交流センターの東側隣接地に拡声施設を設置し、５つの
スピーカーにより地区内への放送を行っているところです。
　生福地区は交流センター付近から四方に集落が広がり、山林や丘陵等により変化に
富んだ地形となっていますので、風向き等により聞きづらくなることも推察されま
す。
　平成６年度、屋外拡声施設を設置する際に、吉村岡への設置も検討したところです
が、ダムの警報局に近いため、緊急時にダムの警報と重なると、ハウリング等により
大事な時に放送が聞こえないなどの支障が生じる状況も想定され、検討の結果、交流
センターの東側に設置した経緯があります。
　このようなことから、拡声施設を吉村岡へ移設することは難しいと考えています。
　屋外放送が聞こえにくい所については、今後、現況を確認した上で、地区の皆様と
協議しながら対応方を検討したいと思います。

まちづくり防災課
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11 生福 地区 【防災無線の実情について】
　現在、公民館活動においての広報に防災無線を
使用しているが、聞こえないなどの苦情がよくあ
るので、地区別に共同アンテナを設置する必要は
ないか
（坂下公民館）

　各家庭に配備している防災行政無線の戸別受信機については、周辺の地形や家屋の
場所によっては電波状況が不安定なところも見受けられます。
　その際の対応としては、受信状況の不具合が判明した場合、専門業者により戸別に
受信環境の調査を行い、必要に応じて外部アンテナを設置することにより受信状況の
改善を図っているところです。
　坂下公民館の区域においては、受信の不具合について平成26年度以降９件の問合せ
があり、うち８件については受信機のアンテナや設置場所の調整により受信の改善が
図られています。また、受信状況が改善されなかった１件については外部アンテナを
設置することで改善が図られています。
　これからも、防災無線の受信状況が悪いという世帯においては、電波状況を調査の
上、戸別に外部アンテナの設置を進めていきたいと考えています。
　なお、受信状況の改善対策については、住民からの申し出により対応をしています
ので、受信状況に不具合がある場合は、まずは、まちづくり防災課にご連絡いただき
ますようお願いします。

まちづくり防災課

12 大原 地区 【市道大原・港線等の定期的な街路樹の伐採につ
いて】
　市道大原・港線沿いの花壇に雑草が生え景観が
悪く、樹木も伸びて電線触れていたり、台風時に
大きな枝が折れて道路に散乱するなど周辺住民は
苦慮している所である。
　市役所周辺は、市の玄関口であり来客も多いこ
とから、定期的な伐採に努めてもらいたい。

　街路樹は、市街地の幹線道路に約1,200本の高木があり、市道大原・港線は、昭和40
年代に街路事業の歩道緑化事業を導入し、高木のホルトノキ70本、クスノキ53本、低
木のカンツバキ4,000本を植栽しています。
　平成10年頃からは、100万本のガーデニング事業により、一部の低木の場所に花壇と
して季節の花を住民主体で植樹、管理して頂く、緑化事業を行っています。
　現在の街路樹管理は、街路樹管理業務委託の造園業者と市の直営作業班で、剪定、
害虫駆除、除草などを行い、本年度は、塩田地区一帯において、えんでん内科前や前
田自動車から県営塩田団地にかけて高木を低く剪定しているところです。
　市道大原・港線の街路樹は40年以上経過し、全体的に大きく伸びて、台風時には電
線を切ったり、枝がぶら下がるなどして、停電原因の一つとなっています。
　また、市役所の玄関口であるため、多数の来客が通行する路線です。
　高くなり過ぎた街路樹は、平成29年度に電線より低く剪定し、花壇の低木や花など
管理方法を研究し、景観維持と環境美化に努めます。

土木課

6/22ページ
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13 大原 地区 【市民文化センターの室外機の騒音及び北側の街
灯について】
　市民文化センターの室外機の騒音に苦慮してい
るので、対策を検討して頂きたい。
　また、市民文化センター北側の街灯が切れてい
るので、防犯の面からも修繕をお願いしたい。

　市民文化センターの空調室外機の騒音については、市民文化センターで空調を使用
する際、相応の室外機の音が発生し、周辺の方々に不快な思いを抱かせているっこと
を、申し訳なく思います。
　現在使用している空調機の更新を検討する時期にきていることから、室外機の設置
場所も含め、騒音問題について、総合的に検討したいと思います。
　市民文化センター北側の通路部分に設置していた外灯の一つが切れていましたが、
早速、先月６日には修繕を行ったところです。今後は、更に定期点検をこまめに行い
ます。

社会教育課

14 大原 地区 【実効性のある避難計画について】
　新知事体制となり、川内原発の隣接市に住む私
たちにとって実効性のある避難計画が期待される
が、市長の考えを伺いたい。

　知事は、熊本地震に起因する県民の不安の払しょくのために、九州電力に対し、２
回にわたり、川内原発の一時停止による安全点検と避難計画への支援等について申入
れをされ、特別点検の実施と、避難車両の配備拡充等の避難計画への支援策について
一定の成果を引き出されたものと考えています。
　また、知事自らが、本市をはじめ原発周辺の視察をされ、９月の県議会において、
避難計画の改善・強化の一環として、屋内退避の手順を明確に示すなど、県地域防災
計画の見直しを検討する考えを示されていますので、その推移を注視したいと考えて
います。
　さらに、避難計画の更なる実効性の確保を図るため、県道川内串木野線の整備・改
修を進めており、現在も荒川～白浜間のトンネル工事に着工していますが、引き続き
国・県に対し、避難道路の点検・改修、避難所の整備に加え、避難行動要支援者の避
難車両の確保対策や放射線防護施設の整備区域の拡大等について要望していきたいと
考えています。
本市としては、このように県と連携を図りながら、避難訓練等を通じ課題を抽出し、
住民の皆様の意見等も勘案して、市の避難計画のさらなる充実等に努めます。

まちづくり
防災課
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15 大原 地区 【いちき串木野電力の住民への周知計画につい
て】
　「いちき串木野電力」の事業を始めたと聞いて
いるが、事業の内容、手続き方法など高齢者にも
分かりやすい事業でないと困る。
　今後、住民への周知について計画があれば教え
て頂きたい。

　㈱いちき串木野電力は、10月21日に市を加えた新体制として発足し、一般家庭向け
の募集開始を11月から、供給開始を来年2月から予定しているところです。
当初の計画より事業の認可が遅れたことから、住民の皆様へのお知らせが遅れていま
したが、事業が開始されたことから、料金メニューや手続きの方法について、早急に
周知を図ります。
　具体的には、ホームページ及び広報紙でのお知らせに加えて、まちづくり協議会・
各公民館・各種団体など機会を捉えて短期間で集中的に説明会を開催します。そのた
め、全ての地区に日程をお伺いして説明会を行いたいと思います。
　要請がありましたら、大原地区もご希望の日に合せてお伺いします。
　説明会の内容は、事業の趣旨を始め、料金メニューの説明及び加入手続きの方法な
ど、多くの皆様にご利用いただくため、市職員といちき串木野電力の職員が一緒に
なって、より具体的に解りやすく説明する予定です。
　市民の皆様や事業所が多く加入していただけるように取組みますので、どうぞよろ
しくお願いいたします。

政策課

16 照島 地区 【照島海岸の年間を通した美化活動と尻塞川河口
周辺の整備について】
　尻塞川から八房川までの海岸線は、草木が堆積
し浜競馬開催前の海岸清掃でも放置されており、
海亀の産卵にも影響していると思われることか
ら、年間を通した環境美化が必要である。
　また、尻塞川河口付近は、雑木が生い茂りゴミ
の不法投棄が目立つことから早急な対策をお願い
したい。

　海岸の年間を通した美化活動については、大自然を相手としており、清掃を行って
も翌日には元の状況に戻っているなど、イベント開催団体や県においても海岸の管理
には大変苦慮しているところです。
　現在、照島海岸の清掃については4月の浜競馬、7月の海の日海岸クリーン作戦、8月
のマリンビーチフェスタなどの開催時に清掃が行われ、また、7月から8月の間に串木
野高校、神村学園の生徒がボランティアで照島海岸の清掃を行っています。
　照島海岸を含め本市の海岸のほとんどが、県が管理者となっていますので、年間を
通した照島海岸の管理について、県の所管課へ市として要望したいと考えています。
　なお、本市では各団体等でボランティア清掃を行う場合、ごみ袋の無料配布及び環
境センターへのボランティアごみの持込みについて、手数料の減免を行っていますの
で、ぜひとも活用をお願いしたいと思います。

生活環境課
農政課
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17 照島 地区 【神村学園前駅周辺計画の進捗状況と今後の
　取組みについて】
　平成23年3月に策定された神村学園前駅周辺計
画に沿って道路整備等が具体化されてつつある
が、駅周辺の機能充実や利便性の向上及び尻塞川
河口等の環境保全に対する今後の対応について伺
いたい。
　また、駅周辺の土地利用や交通体系の整備・都
市施設整備等分野別整備方針に沿って今後の具体
的計画を示してもらいたい。

　神村学園前駅の１日平均乗降数は、平成27年度では2,044人と串木野駅の1,813人を
上回ってきています。
　まちづくり計画の土地利用のうち、「利便施設ゾーン」では、国道３号の歩道拡幅
事業に伴う土地の流動等により、新たな店舗が開業するなど、概ね方針に沿った利用
となっているところです。
　また、駅東側の「居住ゾーン」や別府・八房等の「田園集落ゾーン」があります
が、照島地区では、平成22年の駅開業から昨年度まで102件の建物が新築され、うち、
酔之尾・別府・八房・ひばりが丘といった徒歩圏では、49件の住宅が新築されている
ところです。
　交通体系では、幹線道路で国道３号の歩道拡幅がなされ、昨年度は海瀬橋が完成し
たところです。
　また、別府上名線は工事着手に向け関係機関との協議を進めるとともに、今年度か
ら迂回路（旧国道線）の整備を行っています。周辺道路では、カラー舗装やゾーン30
のほか、別府島平線の歩道改良などの安全対策を行っており、引き続き交通体系の整
備に努めます。
　都市施設のうち、駅周辺では駅看板の信号機への設置や、民間の月極駐車場整備が
されましたが、駐輪スペースの動向を見ながら、引き続き対応を図ってまいります。
　今後とも、照島地区の居住環境の向上に取り組んでいきたいと考えています。

政策課

18 照島 地区 【前床地区の農業振興地区（農用地区域）解
　除について】
　前床地区は、農用地区域に指定されているが、
宅地化できない現状である。
　この地区の多くの地権者は将来宅地にするため
に購入したことから、耕作放棄地が拡大している
状況である。
　このことから、用途変更を行い都市計画での活
用策を早急に打ち出し、人口増対策、市活性化へ
つなげてもらいたい。

「農業振興地域」は、県が市と協議して定めた区域で、その中で支援を重点的に進め
る区域として「農用地区域」が定められています。
　前床地区は、優良農地を生み出すことを目的とした基盤整備により整備しているた
め、この「農用地区域」になっています。
　農振法上、原則として区域からの除外はできず、例外としても経済事情の変動など
から必要と認めた場合で、なおかつ、周辺の土地利用状況からみて農用地以外に利用
することが必要であり代替する土地がないことなど、５つある要件を全て満たさない
限り、農用地区域の解除はできないということになっているところです。
　都市計画の観点から、土地利用方針について県など関係機関とも協議を行いました
が、農用地区域が都市計画上の区域より優先した土地利用とされており、一括して解
除し、宅地化を促進することは、現行制度上できないことになっています。
そのため、現時点では前床地区の外周部での条件を満たす申請について除外できる可
能性がある場合は、県と協議をしながら手続きを行っているところです。

農政課

9/22ページ
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19 照島 地区 【備品購入に対する市補助金交付について】
　今年の夏も非常に暑さが厳しく、公民館で行う
ころばん体操などの活動に支障があり、クーラー
を設置したいが多額の費用がかかる。
　現在ある市の補助要綱には公民館の大型備品は
対象外となっているため、交付対象を拡大してほ
しい。

　本市では、自治公民館の新築及び増築、改修、補修に対し、住民の皆様の多額の費
用負担を軽減するため、「自治公民館建設整備事業補助金」を設け、助成を行ってい
ます。
　自治公民館の改築、補修については、50万円以上の整備事業を対象として、補助対
象経費の１／３、100万円を限度として補助をしていますが、この事業は、公民館の建
屋そのものの整備に対して助成しているもので、今回要望のある冷房機器などの備品
は、助成対象となっていません。
　しなしながら、今やエアコンは、生活必需品であり、熱中症対策の上からも欠かせ
ないものになっています。特に今年の夏の猛暑は大変厳しいものがあり、今後、益々
厳しくなると思われる夏の暑さへの対策も考慮すべきであると考えています。
　これらの状況等も勘案しまして、冷暖房機器の設置についても、公民館の空調機能
の改修とみなし、「自治公民館建設整備事業補助金」の対象に加えることで、検討を
進めたいと思います。

まちづくり
防災課

20 照島 地区 【屋外設置防災無線の活用について】
　公民館設置の屋外放送設備が昨年の台風で使用
不能の状態となり、修理するには多額の費用がか
かる。
　市設置の屋外防災無線機を屋内個別受信機と同
調させ、同時に放送できないものか。

　防災行政無線を利用した地区及び公民館の無線放送のシステムは、デジタル戸別受
信機を各家庭に設置した際に、公民館独自の放送も受信できるよう新たに整備したも
のであります。
　その利用については、それぞれの公民館等において、固定電話や携帯電話から直接
地域の無線の基地局に電話をかけて放送内容を登録し、各家庭の戸別受信機へ伝える
仕組みとなっています。
　一方、市で設置している屋外の拡声施設は、市役所の防災無線親局から直接電波を
飛ばし放送する方式となっており、電話回線を利用して行う公民館放送とは、送受信
の仕組みが異なるため、連携できない状況でありますので、ご了承いただきたいと思
います。
　なお、公民館放送は、戸別受信機の自治会放送のボタンを押すと再度聞くことがで
きますので、聞き漏らした際は活用していただきたいと思います。
　また、市においては、自治公民館が実施する、５万円以上の放送施設設置や補修の
事業に対して、対象経費の１／３、100万円を限度として補助する制度もあります。公
民館既存の有線放送設備の補修時には、活用していただきたいと思います。

まちづくり
防災課
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21 荒川 地区 【県道荒川川内線寺村教頭住宅前付近の県道残地
の利活用について】
荒川地区のイベント時の臨時駐車場として、ガー
ドレールの撤去と整地ができないか。

　県道荒川川内線の県道残地部分の利活用については、道路管理者である鹿児島県
が、道路敷地として管理をしています。
　イベント時の駐車場として利用する場合は、イベント毎に道路管理者である県に対
して、道路占用許可申請書を提出して、道路占用許可を得る事で、駐車場として利用
することが出来ます。その際、ガードレールを撤去する必要がありますが、撤去につ
いては申請者で行い、またイベント終了時には、原形復旧をすることになります。
　整地についても、工事施行の承認協議等の申請手続きが必要となり、整地を行う費
用等は申請者の負担となります。
　しかし、地区で、旧道と残地を含めた部分の駐車場や住宅地等の具体的方針（活用
策）が決まれば、県へ払い下げ等の協議は可能だと思います。

土木課

22 荒川 地区 【別府平地内の市道農道周回線の道路管理につい
て】
　年１回、作業日時を決めて集落内道路の草刈り
作業を実施しているが、高齢化に伴い草刈り機で
作業する人員が減少しており、作業日当相当を積
み立てて、外部作業者に草刈りを依頼している現
状である。
　周回線の途中に、荒川上水道の第２中継貯水タ
ンクがあり、月例点検のため往来していることか
ら、人家外れからタンク施設までの間の道路管理
をお願いできないか。

　市内の集落等を結ぶ幹線的な農道については、シルバー人材センターや土木業者に
委託し、除草等の維持管理を行っている状況です。
　また、水田等耕作地に接する農道については、多面的　機能支払交付金事業や中山
間地域等直接支払交付金事業を活用し、活動組織の話し合いにより計画的に農道の除
草等が行われています。
　ご要望の道路は、荒川下公民館内の農道別府平線で、高齢化で機械作業が出来ない
ため、近傍の9戸の方々が個人的に費用負担し、地域の若年層に依頼して、年1回の除
草作業を行っているとお聞きしています。
　市内でも農家等の高齢化による農道等の除草が年々難しくなっている現状もありま
すが、この農道沿いには重要な公共施設の水道施設があることから、水道施設までは
市で管理を行いたいと思います。
　水道施設から先の部分については、個人的な費用負担を軽減する方法について、地
域の方々と協議をしながら検討します。

農政課

11/22ページ
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23 荒川 地区 【原発事故時の緊急一時避難施設としての荒川交
流センターの改修について】
　川内原発から１０ｋｍ圏内区域である荒川地区
に、川辺地区まで避難できない交通弱者が一時的
でも避難できる施設として、荒川交流センターを
緊急一時避難施設として改修してもらいたい。

　放射線防護施設については、緊急時に即時避難が困難な避難行動要支援者等を安全
に避難させるため、放射線防護機能を付加した屋内退避施設を確保することを目的に
整備するものです。
　対象要件としては、本市が含まれるＵＰＺでは、川内原発から概ね10㎞圏内に所在
する病院、要配慮者施設、屋内退避施設で、耐震性・対津波性が確保され、鉄筋コン
クリート又は鉄骨構造であり、かつコンクリート壁であることとされています。
　これまでに、国費を財源とした県の原子力災害対策施設等補助金を活用して、平成
27年度に羽島交流センター、今年度は土川交流センターの整備を進めているところで
す。
　荒川交流センターは、原発から11.1㎞に位置していることから、現状では整備対象
とならないため、整備が難しい状況です。
　しかしながら、荒川地区は、原発から10㎞圏内に極めて近い地区ですので、補助事
業の要件緩和を含め、整備の実施について国や県に要望するなど、協議を進めたいと
考えています。

まちづくり
防災課

24 荒川 地区 【まちづくり活動における職員サポート体制につ
いて】
　まち協の発足やまちづくり計画策定の際、日夜
サポートしてくれた地区担当職員の労苦に感謝す
る。
　まちづくり計画も最終年度を迎える今、次期の
まちづくり計画や現在の地区活動をもう一歩ラン
クアップさせる具体策の掘り起しに苦慮してい
る。
　他地区の先進事例の情報提供など、サポート職
員間の情報共有や地区サポートのあり方をどのよ
うに整理しあっているのか伺いたい。

　16地区のまちづくり協議会においては、まちづくり計画が策定され、それぞれの地
域の特性を活かしたまちづくり活動が少しずつ軌道に乗り始めているところであると
認識しています。
　市では、まちづくり活動に対するサポート体制として、市内全地区に４名ずつ、計
64名の地区担当職員を配置し、地区まちづくり協議会の活動に対する指導・助言等の
支援を行う体制をとっているところです。
　地区担当職員を活用しながら主体的な運営が定着しつつある地区がある一方で、計
画策定以降、あまり地区担当職員が活用されていない地区があるなど、地域によって
温度差が生じている状況も見受けられます。
　地区担当職員は、研修会や班長会を通じて情報交換等を行うとともに、研修視察を
実施し、まちづくりへの意識啓発を図りながら、活動の支援策について研修に努めて
いるところであり、地区に対しても、研修報告会等を実施し、積極的に情報提供、意
見交換、助言等を行うよう指導しているところですので、積極的に地区担当職員を活
用し、地域の活性化に役立ててもらいたいと考えています。
　また、今後、まちづくり計画策定から5年を迎える地区が出てくることから、市とし
ても地区担当職員の各地区の取組みへの参画意識の啓発に引き続き努めていきますの
で、計画の見直し作業等では、地区担当職員を大いに活用していただきたいと考えて
います。

まちづくり
防災課
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25 中央 地区 【交流センターの建設もしくは空き店舗等活
用した交流センターの設置について】
　協議会設立時に14の新たな行事、事業を追加し
て活発に活動しているところですが、その活動拠
点としての中央交流センターはドリームセンター
との併設で何かと不便である。
　今後、共生・協働のまちづくりを進める点から
も交流センターを新設するか、空き家・空き店舗
等を活用して交流センターを設置していただきた
い。

　交流センターの設置に当たっては、平成22年度に策定した「共生・協働のまちづく
り推進計画」において、各地区にまちづくりの活動拠点となる交流センターを整備す
ることとし、基本的に、既存の公共施設を活用するという方針で設置してきていま
す。
　中央交流センターについては、地区と協議の上、地区の中心部にあるドリームセン
ターを活用し、同施設内に交流センターを併設することでご理解をいただき、現在ま
で活用してもらっています。
　ドリームセンターと共用施設であるため、利用しづらいという申し出をいただいて
いるところですが、これまでも、地区の要請に対応し、名板の設置、備品の整備、駐
車場の確保など、施設の改善を図ってきているところです。
　しかし、事務室が閉鎖的で狭く、利用しにくい点など、不便なところも理解してい
ますので、将来的な課題として、今後さらに、地区や関係団体の皆様とも協議・検討
したいと思いますので、ご理解いただきたいと思います。

まちづくり
防災課

26 中央 地区 【２階部分の専用について】
　交流センター設立までの間、2階部分を交流セ
ンター専用部分とし、交流センターとしての機能
の拡充を図れないか。

　交流センターの会議室については、どの交流センターにおいても、まちづくり協議
会の専用ではなく、一般の皆様も広く利用できることとなっており、いろいろな催し
物などに利用されている状況です。
　施設の有効活用を図る上からも、専用としての利用はできないことをご了承いただ
きたいと思います。
　なお、交流センターの会議室などの使用については、指定管理者への申請により利
用できることとなっています。
　まちづくり協議会の活動においては、無料で使用できるようにしており、２階会議
室の短時間の利用については、まちづくり協議会からの要望を踏まえ、一般利用者よ
りも申請手続きを簡素化するなど、利便性を図っているところですので、ご了承願い
たいと思います。

まちづくり
防災課

27 中央 地区 【会議室（二）のまち協事務室としての活
　用について】
　まち協事務所の場所は、銀行金庫であったた
め、出入口や部屋も狭く、窓も極小で閉鎖的であ
り、精神衛生上も良くない環境である。
　そこで、会議室（二）全体を使用する会議は、
あまりないため、会議室（二）を仕切りまち協事
務室に出来ないか伺いたい。

　中央地区まちづくり協議会の事務室については、交流センター設置当時の協議で、
現在の部屋とすることで了承を得て、備品等の整備を行い、事務室として活用いただ
いているところです。
　元々は、銀行の金庫室であったため、間取りも狭く、窓も換気窓であるなど、閉鎖
的な部屋であることは、理解できるところです。
　しかし、第1と第2会議室をつなげて広く利用できる現在の会議室は、本日の市政懇
話会のように、いざという時に大きな会議等に対応できる、貴重なスペースとなりま
す。
　会議室などの施設の基本的機能は維持した上で、有効活用のあり方などを勘案し、
指定管理者等も含め、対応策について協議・検討したいと思います。

まちづくり
防災課
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28 中央 地区 【会議室（一）または（二）のテレビ設置
　について】
　災害避難場所として市が指定する場所となって
おり、毎回数名～10数名が避難され、まち協とし
ても飲み物、軽食などできる限り支援している
が、災害情報を入手するためにも、テレビを設置
できないものか伺いたい。

　ドリームセンターは、本市の災害時の第一避難所に位置付けてあり、台風等により
避難所を開設する場合に、中央地区周辺の方々の避難先として利用していただいてい
ます。
　また、中央地区まちづくり協議会では、避難所開設の際、避難者に対して、飲物や
軽食の提供等の支援もしていただいているとのことで、たいへん感謝しているところ
です。
　災害時における避難者の情報収集用のテレビについては、１階のフロアに大型テレ
ビを設置しているので、それを有効利用し、対応したいと考えていますので、ご理解
をいただきたいと思います。

まちづくり
防災課

29 中央 地区 【２階男子トイレの洋式化について】
　高齢者が利用することも多いことから、トイレ
を洋式（ウォシュレット付き）に変更してもらい
たい。

　ドリームセンターの男子トイレは、１階、２階とも和式になっており、洋式につい
ては、１階の身障者用トイレと１階、２階の女子トイレとなっています。
　ドリームセンターは災害時の第一避難所に位置付けされていることなどから、利便
性を考慮し、既存の和式トイレについて、今後、洋式化を検討したいと考えていま
す。

水産商工課

30 中央 地区 【事務室のテレビ、ネット配線の施工について】
　情報量の増加や情報資源の入手方法が多様化し
てきている中で、まち協にもテレビの設置やイン
ターネットの活用を検討しているが、事務室にア
ンテナやネット接続のための接続口や配線がない
ので設置していただきたい。

　交流センターのテレビ配線については、これまで防災情報等を含め、住民の視聴用
として、集会室などに設置しており、他の交流センターにおいても、基本的に事務室
へは付設していないところですので、ご了承願います。
　また、交流センター事務室には、電話回線を整備していますので、この電話回線を
活用し、インターネット等に対応していただきたいと考えています。
　プロバイダー契約など、インターネットの利用に係る整備については、これまでも
それぞれのまちづくり協議会の取組みとして対応していただいていますので、ご理解
いただきたいと思います。

まちづくり
防災課
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31 中央 地区 【ニシムタ（食鮮館）屋上の冷凍機ファン
　の騒音低減策について】
ニシムタ（食鮮館）屋上に設置してある冷凍機の
室外機が２４時間稼働しており、ファンの騒音が
付近住民の苦情となっている。
　関連業者への働きかけなど騒音の低減対応をお
願いしたい。

　今年4月、ニシムタ串木野店　食鮮館の西側住民の方から、「屋上の冷凍機ファンの
音がうるさくて眠れない」との相談があり、市で現地調査をしたところ、冷蔵庫及び
冷凍庫の屋上室外機が庫内の温度調整時に騒音がする状況でした。
　食鮮館館長に、周辺住民から屋上室外機の騒音について苦情があることを伝えたと
ころ、消音対策として室外機に消音カバーを取り付けていただきました。
　今回のテーマで騒音の議題が出され、周辺の騒音測定を実施したところ昼間につい
ては基準値以内であり、午後10時から翌朝午前6時の間において、騒音に係る環境基準
を冷蔵庫内の温度調節時に2回ほど若干上回っている状況でした。
　今回の調査結果を基に、再度ニシムタへ改善や工夫について相談を行ってまいりた
いと考えています。

生活環境課

32 中央 地区 【串木野港線の曙町及び春日町の歩道改良
  について】
 昨年度、県において串木野駅から新港大橋に至
る県道沿いの歩道に滑り止め施工がなされたが、
春日町、曙町部分の未施工箇所にも滑り止め施工
をお願いしたい。

　主要地方道串木野港線の歩道は、平成10年頃にレンガ舗装で整備されているところ
です。
　しかし、レンガ舗装は雨の日になると滑りやすく、歩行者が転倒する恐れがある事
から、平成27年度に鹿児島県に対して滑り止め舗装の要望がなされたところです。
　平成27年度は、鹿児島地域振興局日置駐在において、串木野港線の病院付近や勾配
のある箇所の歩道両側約1ｋｍの区間を滑り止め舗装が施工されています。
　また、今年度については、北浜町から本浜町の歩道を施工する計画です。曙町及び
春日町の一部の歩道については、平成29年度に施工していただくよう強く要望してい
るところです。

土木課

33 中央 地区 【元町、市口、春日町の病院周辺の歩道整
  備について】
本区域は、病院・薬局が集中しており、受診者等
が周辺歩道を頻繁に利用しているが、歩道には電
柱や標識等があり他地区と比べても狭く歩きづら
い。
　障害物の整頓、縁石の改良及びカラー舗装施工
など歩道の改良をお願いしたい。

　市道駅・浜町線は、平成6年度の商店街活性化事業により、車道5.5メートル、歩道
は両側に1.25メートルでバリアフリー化し、全幅員8.0メートルの道路に整備されまし
た。
　この付近は、大きな病院などもあり歩行者も多く、歩道が比較的狭いため、高齢者
には歩きにくい路線です。
　しかし、当路線には住宅や店舗が近接しているため、新たな道路拡幅は困難である
ことから、支障となっている電柱の移設や歩車道の間にある縁石を低くするなど、既
存の歩道幅員を最大限に生かす改善策を、今後研究します。

土木課
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34 中央 地区 【民生・児童委員の選任について】
同委員の交代希望者は、毎回多いと聞いており、
委員希望者が極めて少ないため公民館長は、この
後継者選びに苦心していることから、希望者が増
加する対策を検討して頂きたい。

　民生委員児童委員については、任期が3年で、平成28年12月から新たな任期が始まり
ます。民生委員児童委員は、北地区44名・南地区43名の計87名と主任児童委員が6名と
なっています。
　今回の民生委員児童委員の交代の状況ですが、87名のうち31名が新任で、その内、1
期3年で交代される方は15名です。
交代の主な理由は、身体的な都合や親の介護などの家庭の事情が主なものです。
　民生委員児童委員は、地域の実情をよく知り、良き相談相手として活動していただ
いており、民生委員児童委員の果たす役割は大きく、また、地域の方々に頼られる身
近な存在として、ますます重要な方々となっています。
　民生委員児童委員の選任に当っては、地域の実情をよく知っている公民館長へ推薦
依頼を出していますが、選任に当り、大変ご苦労されているとのことで、委員には事
前に残留希望なのか、交代希望なのかの意向をお伺いし、公民館長の負担の軽減に努
めているところです。
　なお、選出に苦労されている公民館には、これまでも、福祉課からも出向いて、制
度の仕組みや民生委員児童委員の重要性を説明するなど、公民館との連携を図ってい
ます。
　また、委員の交代に当たっては、前任の方が事前にめぼしい方を見つけられ、交代
がスムースになされているところもあると聞いています。

福祉課

35 中央 地区 【まちなかサロンのトイレ改良について】
まちなかサロンは、「まちなかマルシェ」、「茶
いっぺかたいもんそ会」、「映画会」などの定期
的な行事のほか、一般の訪問客にも利用されてい
る。
　しかし、トイレは１カ所だけで古く、通路も狭
いなど衛生的にも良好な状態でないように思われ
る。
　今後、さらにサロン利用者は増加するものと思
われるので、トイレのウォシュレット化及びトイ
レ周辺通路の整備に対して行政側の支援をお願い
たい。

　まちなかサロンについては、市民の買い物やバス利用者の待ち時間などの休憩所、
イベントスペースとして、商工会議所において、民間の空き店舗を借り上げ、設置、
運営されています。
　現在、「なつかシネマ」や「タイニィ　ソウル　マーケット（まちなかマル
シェ）」等が開催され、多くの皆様にご利用をいただき、市民の憩いの場として、商
店街の活性化につながっています。
　市では、まちなかサロンの設置等に対し、助成しているところであり、これまで看
板の設置や内装のリフォームなどが実施されています。
　既存のトイレについては、ご指摘のとおり男女兼用のトイレが一つで広さも十分で
はないという状況にあるようです。今後、設置者である商工会議所と改良について、
協議したいと思います。

水産商工課
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36 中央 地区 【新平江橋架橋に伴う桜並木の景観保持と遊歩道
の機能確保、信号機設置及び道路拡幅について】
河岸の遊歩道は多くの市民に親しまれている。
　橋の新設に伴いこの良好な景観保持の施策（カ
ラー舗装など）や交通量の増加が見込まれること
から、信号機設置やニシムタ裏の道路拡幅をお願
いしたい。

　都心平江線については、平成31年度までに橋を施工して、平成32年度に取付道路整
備を行い、供用開始は平成32年度末を予定しています。
　この箇所には、五反田川の桜並木があることから、桜並木の区間で橋の上流と下流
の区間約50mについては、舗装を新しく施工しますので、桜並木等の景観に配慮した歩
道舗装を検討します。
　信号機については、交差点協議で公安委員会と協議していますが、信号機の設置と
なると、供用開始後の交通状況等を鑑みてからの設置となります。
　交差点の整備については、信号機が設置される時のことを考慮して縁石等を施工す
るなど交差点の整備を図ります。
　ニシムタ裏の道路については、現在、植栽を撤去して道路拡幅する方向で、五反田
川の管理者である鹿児島県と協議中です。

都市計画課・
土木課

37 中央 地区 【太陽保育園付近の街路樹剪定及び樹種変
　更について】
街路樹が繁茂して電線にかかっているため漏電し
ないか不安があり、また落葉の清掃も大変であ
る。
　樹の強剪定や生長が遅く、落葉処理のしやすい
樹種の変更について検討して頂きたい。

　街路樹については、市街地の幹線道路に約1,200本の高木があり、市道西塩田・下カ
ニ田線は、塩田区画整理事業にて、高木のクスノキ、低木のツツジを植栽していま
す。
　現在の街路樹管理については、街路樹管理業務委託の造園業者と市の直営作業班
で、剪定、害虫駆除、除草などを行っており、本年度は、えんでん内科前や前田自動
車から県営塩田団地にかけて高木を低く剪定しているところです。
　また、太陽保育園付近の街路樹も年次的に剪定を行なっていますが、今後は電線よ
り低く剪定するとともに、管理方法や樹種について研究し、景観維持と環境美化に努
めます。

土木課
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38 湊 地区 【本市の福祉について】
　一人暮らしの高齢者が増えており、ともしびグ
ループ2名が定期的に訪問しているが、高齢者の
話は聞いても相談に対応できない場合があるた
め、行政の専門家に年に数回でも訪問してもらえ
ないか。

　ともしびグループ活動推進員の皆様には、ひとり暮らしや寝たきりのお年寄り・障
がい者など援護を必要とする方々に対し、声かけや安否確認を行い、住み慣れた家庭
や地域で安心して暮らしていけるように地域ぐるみで助け合い、必要な時に手を差し
のべていただいています。
　そのため、市としては、ともしびグループ活動推進員の皆様に、見守り活動や高齢
者福祉サービスなどの研修を年に1回受けていただき、活動をしていただいているとこ
ろです。
　高齢者の方々の相談内容によっては、ともしびグループ活動推進員では対応できな
い場合があるとのことですが、様々な業務が考えられますので、まずは、ともしびグ
ループ活動推進員から福祉課や民生委員へ相談内容をつないでいただき、関係機関に
繋ぎ、相談者に対応していくことになります。
　今後、研修会の中で事例を交えながら、相談への対応の仕方など実践に即した研修
などを取り入れていきたいと思います。
　今後も市としては、ともしびグループ活動推進員からのつなぎにより、その相談内
容に応じて関係職員が伺った方が良いと思われますので、引き続き、現在の対応をさ
せていただきたいと思います。

福祉課

39 湊 地区 【柑橘類の荒廃地支援について】
　柑橘類が豊富で、他県にはない品種（ポンカ
ン、温州みかん、サワーポメロなど）があるが、
後継者不足で山も荒れた場所も多いことから、荒
れた山などを行政で支援して開拓してもらえない
か。

　本市には、ポンカン、温州ミカン、サワーポメロなど、他市に負けない柑橘類があ
り、ブランド化を進めている果樹農家の方も沢山いらっしゃいます。しかしながら、
高齢化や後継者不足等により、廃業を考えている方もいます。
　このような状況の中、市としても果樹園を引き継いでくださる新規就農者を見つけ
てけてきていますが、なかなか難しいのが現実です。
　来年度、都会からの移住・定住希望者に対する相談対応や、定住・定着向けの支援
を強化するための定住相談員を配置する予定ですので、移住希望者で、果樹園等をし
たい方等がいらっしゃいましたら、紹介したり、果樹園を貸したい方の情報を発信す
るなど、引き続き後継者の確保に努めていきます。
　なお、行政での開拓については、個人の財産でもありますので、実施することはで
きませんが、担い手となる生産者が、廃園化する面積を引継ぎ新植する場合は、補助
事業等もありますので、支援したいと考えています。

農政課
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40 湊 地区 【牛之江地区農用地の用排水路の改善について】
　牛之江地区は、良い水田地区であるが、排水が
悪く塩害も受けるため栽培放棄地が増え、また鳥
獣被害も多く農家が意欲をなくしており、このま
まだとここ数年で荒地になってしまう現状であ
る。
・用水路と排水路が同一になっているため、排水
が悪い
・水田面積が小さく大型機械が入りにくい。
早急に用水路と排水路を別にし、八房川への排水
方法を改善した方が良いと考えるが、何か良い方
法はないか。

 牛ノ江地区の水田は整備がされていますが、それぞれの田は狭く、用排水路の不良や
湧水が多く排水が悪いことから営農に苦慮されており、耕作放棄地の増大が懸念され
ているところです。
　このようなことから抜本的な解決策としては、大型機械の導入が可能な区画・管理
道路、用水排水路の整備、水田の嵩上げを含む基盤条件の改善等が必要であります。
　また、将来を見据え今後の営農をどのように維持していくか、整備計画だけでな
く、事業採択への必須項目でもある農地中間管理事業の導入など営農計画も同時進行
していかなければならないと考えます。
　なお、農業農村整備事業等の採択は、取組の段階である程度の構想をもって、地権
者・耕作者に共通理解を求めながら地元推進員等の協力による同意取得が大切です。
　まずは、地元の皆さんで話し合いをしていただき、意見集約をしていただきたいと
思います。その際は市としても、出来る範囲でお手伝いしたいと考えています。

農政課

41 湊 地区 【環境保全型農業について】
　化学肥料や農薬等の汚染により川の魚がいなく
なり、地下水が硝酸態窒素などで汚染
している為、他の地区では環境保全型農業に対し
て行政が応援していると聞くが、本市はどうなっ
ているのか。

　エコファーマー認定等を受けている販売農家等に対して、環境保全型農業直接支払
交付金を交付しています。
　これは、化学肥料・科学合成農薬を原則５割以上低減した上で、地球温暖化防止や
生物多様性保全に効果の高い営農活動に取り組む場合、取組面積に応じた（8,000円
/10a）支援を実施するもので、平成27年度実績で、３農家40,100㎡（交付金320,800
円）実施されています。
　また、市単独事業として、環境保全型農業を推進するため、市長が指定した堆肥
（市内堆肥製造業者７社）を農用地に適正量投入したと認められたとき、堆肥購入に
係る経費の１/４を助成する、環境保全型農業推進事業補助金事業を実施しており、平
成27年度実績で、21農家56,980㎡（補助金95,800円）です。
　このような制度を利用していただき、環境にやさしい農業に取組んでいただきたい
と考えています。

農政課
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42 湊 地区 【今後の農業への展望や姿勢について】
　今後の農業への展望や姿勢について、どのよう
に考えているか聞きたい。

　農業の現状は、少子高齢化の進行に伴う担い手農家や販売農家の減少、新規就農者
の不足、耕作放棄地の増加問題など課題が山積している状況です。
　このような状況を踏まえ、各種基盤整備を推進し意欲ある農業者に対し機械・施設
の共同化を進めるとともに、農地中間管理事業を活用し、担い手への農地集積や青年
就農給付金制度の活用による新規就農者の確保など積極的に推進してきました。
　今後は、収益性の高い地域営農の仕組みを構築することが重要であり、その支援に
努めることが今後の農業振興のあるべき方向ではないかと考えています。
　そのため、これまでの取り組みをさらに進め、地域農業リーダー等担い手を確保
し、農作業の受委託や農地の有効活用のために集落営農組織等の新たな地域営農の推
進を図るとともに、地域の特色をいかした収益性の高い品目の導入や規模拡大、特産
品の開発・ブランド化の確立に努め、これらの安定的な消費・流通の確保を図りなが
ら、持続性かつ収益性の高い魅力ある農業の振興に努めていきたいと考えています。

農政課

43 湊 地区 【本市の河川管理について】
　重信川の土手は、市の所管で河川愛護の観点か
ら各公民館で清掃等をしているが、河川の中は県
の所管であると聞いている。
雑草等が伸びている状況であるので、市と県で連
携して対応してもらいたい。

　２級河川である重信川は、鹿児島県が管理しています。
　市来地域では、年一回の河川愛護活動において、大里川を主に各公民館で川の土手
等を清掃していただいており、重信川は平成28年度に外戸・平向・陣ヶ迫の公民館や
市来農芸高校で清掃していただいています。この河川愛護活動において、活動された
公民館へは、本市より報償金で助成しているところです。
重信川では雑草等が伸びている状況で、大雨による河川堤防の越流など河川災害が懸
念されることから、河川敷内の伐採や寄洲除去を管理者である鹿児島県へ要望してい
るところです。
　本年度は、鹿児島本線との交差部分から南九州自動車道との交差部分までを整備し
ていただいていますが、今回、湊地区からの要望もありますので、上流側の対応をで
きるだけ早く実施していただくよう強く要望します。

土木課
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44 湊 地区 【自治公民館建設補助金について】
 河川工事に伴い自治公民館が移転となり、県の
補償金だけでは足りない。自治公民館建設に伴う
補助金の有無について伺いたい。

　公共事業に伴う建物移転補償費は、対象となる建物の構造・規模・経過年数などに
より移転補償金が算定されます。一般的に、現在の建物と同じ構造、同じ規模、同じ
水準の建物であれば、補償金で建物を再建築できると伺っています。
　しかしながら、木造の建物を鉄筋コンクリートの建物に建て替えるなど、支払われ
る補償金よりも良いものを造ろうとすると、幾分かの自己負担が必要になってきま
す。
　今回の自治公民館の移設に当たっても、もし現在の規模以上の公民館建設を計画
し、建設費が補償金を上回るとなると、その差額は公民館の負担となります。
　本市においては、自治公民館の自己負担がある場合に限り、住民の皆さんの費用負
担を軽減するため、公民館建設に対する支援制度として、自治公民館建設整備事業補
助金を設け、助成を行っています。
　1世帯あたりの負担額が10万円未満の場合、補助の限度額はありますが、公民館負担
額の40％の補助となっています。
公民館の負担額が生じる場合は、この補助金制度をご活用いただいきたいと思いま
す。

まちづくり
防災課

45 湊 地区 【不法投棄について】
　道路へのゴミのポイ捨てが多く、市民のモラル
の低下を感じるが、何か対策を講じる必要がある
のではないか。（看板設置だけでは、何も改善し
ない）

　不法投棄については、良質な環境が損なわれ、市民の生活環境に悪影響を及ぼすな
ど、市としても苦慮している問題であり、中々現行犯として確認できない状況です。
　また、「市民の手による美しいまちづくり推進条例」に基づき市民と行政が一緒に
地域の環境美化に努めている中での不法投棄は誠にこころ痛むところであります。
　現在、市内16地区、32名の不法投棄監視員をお願いし、毎月地区内での監視パト
ロールを実施し、調査・指導及び監視活動を行っています。
　しかし、不法投棄は多くの人の目を避けて、夜間や人気のないところで行われるの
で、警察とも協力しながらパトロール時に巡回してもらうよう要望します。
　ぜひ美しい町を守るため地域ぐるみで監視をお願いし、見かけたら車等のナンバー
を控えていただければ幸いですが、同時に、土地の所有者についても不法投棄されな
いよう、適切な管理をお願いしたいと考えています。
　市としては、今後とも、不法投棄の多発する場所には、抑制の看板等を立て職員が
巡回するなどしていきますが、人としての道徳心にお願いするところが大であるの
で、皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

生活環境課
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46 湊 地区 【行政職員の協力について】
　地域に住んでいる行政職員の積極的な協力が少
ない。

　職員は市民に信頼され、市民の視点に立って行政を進めるため、日頃から率先して
地域活動に参画し地域の皆さんの声を直接肌で感じ、色々な政策の提言をいただくこ
とが大事であり、一つの使命でもあります。
　また、職員が地域活動へ積極的に参加する事は、市民感覚を養う自己研鑽の機会と
なり、今後のまちづくりへの大きな効果もあると考えています。
今後も引き続き、職員の地域活動への自発的かつ積極的な参加を啓発したいと思いま
す。

総務課
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